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CO ₂などの温室効果ガスの

人為的な排出を減らし、森林などの

吸収源を確保することでCO ₂の
排出量と吸収量の均衡を図ること。

活 動 概 要  ｜ O V E R V I E W
SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

このままCO ₂が増えると…

◎気温上昇、災害、生態系の変化、水・食料の不足、
社会・経済への影響、健康への影響

◎地球や私たちの暮らしがピンチ！
◎琵琶湖にも危機が！？
◎気温上昇により琵琶湖の水の循環が止まり、湖
底の酸素が足りずに魚が死んでしまう事象が起
きている

RISK

滋賀県では、2050年までにCO₂排出量を実質ゼロにすることを目標に「しがCO₂ネットゼロ
ムーブメント」を展開しています。そこで、次世代の力で情報発信を行う「次世代リポーターム
ーブメント情報発信」として、滋賀県在住もしくは滋賀県内の大学に在学中の学生を中心とし
た若者をしがCO₂ネットゼロアンバサダーに任命。アンバサダーがリポーターとしてCO₂ネッ
トゼロに取り組む県内の企業に取材に行き、SNSやゼロナビしがで発信する取り組みです。

県民・事業者等多様な主体と連携して取り組む「しがCO ₂ネット
ゼロムーブメント」、次世代リポータームーブメント情報発信とは

活 動 内 容

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

CO 2

CO 2

キックオフ・リポーター能力向上研修

活動やしがCO₂ネットゼロムーブメントについてのガイダンスを受けました。また、リポー
ターとして活動するためにインタビューの仕方や記事の書き方などについての研修を受け
ながらアンバサダー同士で交流しました。

S T E P  1

取材準備

参加者は A~Dチームに分かれ、チームごとに取材前にオンライン
で打ち合わせを行いました。記事の構成やインタビュー内容につい
て擦り合わせました。

S T E P  2

取　材

滋賀県内の、CO₂ネットゼロに取り組んでいる5つの企業に取材に
行きました。

S T E P  3

記事制作

取材を元に各チームで文章や画像の作成を含めた記事制作を行いました。

S T E P  4
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キックオフ・リポーター能力研修

キックオフでは、滋賀県の担当者からプログラムの概要と「しがCO₂ネットゼ
ロムーブメント」について説明がありました。また、リポーターとして活動する
準備として研修を行いました。アイスブレイクでは、他己紹介を行い参加者同
士で交流を深めました。

SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

S T E P  1

2 02 4

8 .15
＠キラリエ草津

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

取材の準備や心得、記事の書き方について研修を行いました。研修の一環と
して、「滋賀県に来たことがない人に向けた滋賀県の魅力を伝えるキャッチコ
ピー」を考え、一人ずつプレゼンを実施。記事の見出しになるようなキャッチー
な言葉選びやフレーズの作り方を学びました。

取材準備

全 18名の参加者は A~Dの４チームに分かれ、チームごとに取材前にオンラ
インで打ち合わせを行いました。どのような記事を作成したいかの構想を元に
インタビュー内容や当日のスケジュールについて話し合いました。

S T E P  2

チームごとの打ち合わせを行う前に、それぞれのインタビュー先について各自
でリサーチを行いました。各企業がどのようなCO₂ネットゼロの取り組みをし
ているのかを知り、取材で詳しく聞きたいトピックスや見学させていただきた
い場所を考えました。

リ ポ ー タ ー 研 修

事 前 準 備

活 動 レ ポ ー ト  ｜ R E P O R T



取 材 先 紹 介
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SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

取　材
滋賀県内にある、CO₂ネットゼロに取り組
んでいる5つの企業に取材に行きました。

S T E P  3

「里山の食彩  プロジェクト」で、
滋賀の食材を用いることで里山
保全、CO₂削減に貢献していま
す。アメニティの持参を推奨し、
必要な方には木製のひげそりや
ヘアブラシを渡すなど脱プラスチ
ックに向けた取り組みをしていま
す。

木製アメニティを実際に触り、触り

心地に感動！ 宿泊客の快適さと

環境配慮の両立は可能であると実

感しました。

植物由来の新しい繊維「ピエクレ
ックス」を開発しています。
加工剤の必要がないため汚水が
出ないぶん環境に良く、使用後
に堆肥として再利用することがで
きます。その堆肥でまた新たな
植物を育てる繊維製品の循環イ
ンフラ「P-FACTS」を主導して
います。

実際に繊維を触ったり、堆肥場の

見学をしながら取材しました！

活 動 レ ポ ー ト  ｜ R E P O R T

株式会社ピエクレックス

Aチーム

琵琶湖ホテル

Bチーム
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SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

「木とともにいらないをいかす」
を信念に、廃棄木材から自家バ
イオマス発電を行い、地域に還
元しています。木製の温室で、廃
材を燃料にしたバイオマスボイラ
ーでマンゴーやいちごなどの栽培
を行い、できた果物は同グループ
のカフェで地産地消されていま
す。

温室栽培で育った果物が食べられる

カフェで実際にケーキを食べました。

地産地消のスイーツを食べて、取材

の合間の束の間の休憩タイムです。

地域の声を聞き実現した、毎日
資源ごみを捨てられる「ECOス
テーション」の運営や、家庭の生
ごみを集めて堆肥化する「生ごみ
環境エコロジーシステム」の運用
をしています。堆肥にした後は、
家庭菜園や種堆肥として利用さ
れ、無駄なく循環していきます。

生ごみを堆肥にするプロセスを実際

に見学しました。堆肥発酵は温度管

理が重要であると肌で感じることが

できました。

取 材 先 紹 介

活 動 レ ポ ー ト  ｜ R E P O R T

株式会社水口テクノス

Cチーム

山室木材株式会社

Dチーム

各記事の閲覧は
QRコードから



ワボウ電子株式会社

取 材 先 紹 介
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SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

記事制作

取材をもとに、各チームで文章を考えたり、SNS投稿用の画像を制作しまし
た。研修で学んだことを活かしながら、情報を整理し、伝えたいことの優先順
位をつけて、徐々に形にしていきました。情報発信や記事制作が初めてのアン
バサダーも、経験者がフォローしながら、チームで協力して進めました。

S T E P  4

プリント基板製造等で培った技
術力を活かし、近江海老を養殖
しています。廃材でバイオマスボ
イラーを稼働して水槽の温度を
維持し、また海ぶどうを同時に
養殖することで海老が出した窒
素を海ぶどうが吸収、酸素へと
変換しています。

おうみ海老ステーションで近江海

老と海ぶどうを実食！ 高い技術力

で、この美味しさが実現されている

と実感しました。

活動レポート & 記事制作  ｜ REP ORT & ARTICLE CRE ATION

各記事の閲覧は
QRコードから



活動を通して、企業の方々が実際にどのよう
に環境問題に取り組んでいるのかを学ぶこと
ができました。経営と脱炭素の両立は難しい
のではないかと想像していましたが、必ずし
もそうではないこと、また逆に予想以上に難
しい課題があることも知り、新たな視点を得
る貴重な機会となりました。
しがCO₂ネットゼロアンバサダーとして活動
できたことを嬉しく思います。
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SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

活 動 の 感 想  ｜ I M P R E S S I O N S

しがCO ₂ネットゼロアンバサダーとして活動しての感想

企業の取り組みから学んだ

経営と脱炭素のバランス

この活動に参加したことは、私にとって非常
に貴重な経験となりました！  活動を通じて、
環境や CO₂削減について自分自身の知識が
まだまだ足りないことを痛感しました…。私
は食に関する CO₂削減に取り組む機会をい
ただき、食の選び方や生産・消費の仕方が
CO₂削減に大きく影響することを学びまし
た。また、温暖化対策は決して堅苦しいも
のではなく、誰でも楽しみながら取り組めるものだと実感しました！  私たちの記事を通じ
て、少しでも多くの方がこのような取り組みに興味を持ち、「できることから始めてみよう」
と思うきっかけになれば嬉しいです。今後もこの学びを活かし、日常生活の中で意識して
いこうと思います！

滋賀県にある大学に通いながら、滋賀県の
企業が行っている環境に良い取り組みについ
て全く知らないな、この機会に知りたいなと
思ったのが参加のきっかけでした。実際に企
業を訪問させていただき、興味深い取り組
みについて、また、その取り組みをする上で
どういった想いでされているのかを知ること

ができ、とても良い機会だったと感じています。また、その想いをどのように発信すれば、
同世代の方々に興味を持ってもらえるかをチームで考えて記事にする作業は想像以上に大
変でした。僕たちの記事で滋賀での取り組みに興味を持ってくれる人がいたらとてもうれ
しいです。

滋賀県の企業の環境への

取り組みを知り、発信する大切さ

温暖化対策を「楽しく」学び、

実践するきっかけに！



次世代リポーター

ムーブメント

の意義

次世代である大学生が

企業の取り組みを「見える化」、

発信することで、県民や

事業者に広く情報を届け、

CO₂ネットゼロを「自分ごと化」

「行動変容」につなげていきます。
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SHIGA 
CO2 NET ZERO
AMB.

NEXT GENERATION
REPORTER
MOVEMENT

ま と め  ｜ S U M M A R Y

最後に

大学で環境について学ぶ中で、企業が実際にどのような取り組みを行なっているの
かを知る機会は多くないため、非常に貴重な経験になりました。特に、環境のため
にさまざまな挑戦を続けている姿勢がとても印象的でした。

しがCO₂ネットゼロアンバサダーの活動を通じて、初めてCO₂ネットゼロについて
学びました。これまで以上に環境への取り組みに面白さを感じるようになったので
もっと多くの人にこうした取り組みが広がって欲しいと思いました！

取材を通じて、地域や社会、環境に対して温かい想いを持ちながら働いている方々
がいることを知りました。地元である滋賀県への愛着がさらに深まりました！

取材が終わった後には、座談会も実施しました。取材を通じて感じたことや身近な
CO₂ネットゼロについて大学生でトーク。

その他

参加者の

皆さんの声

各記事の閲覧は
QRコードから

滋賀県総合企画部

CO ₂ネットゼロ推進課

Tel : 077- 528-3494
E-mail :  cg01@pref .shiga. lg . jp
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